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般講演 　 寒 ・暑室 へ の 頻回 暴露が人 体に及ぼす影響
一
自律神経系 を中心 に一
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　本 研 究で は ， 夏期 に おけ る冷房時の 室 内外を想 定した 温 度差の ある2 室間移動が ，自律神 経 系 に及 ぼす

影 響を 明 らか に す るこ とを 目的 に 実験を行 っ た。実験 は
， 室温 35℃ と21ま た は 28℃ の 人 工 気 候室 を IO分ご とま

た は 40分ごとに 160分間被験者を往復 させ ，その 前後 の 心拍 変動 計 数を分 析 す るこ とで ， 環 境条 件 の 違 い によ

る影響を測定した。被験者に は 10人 の 女子 大学生を用 い ，実験 は 夏期 に行 い ，被験 者 の 着 衣裏は 0．3cloで あ

っ た。

　実験 ・分析 の 結旺 ， 条 件 B （21℃ と 35℃ の 部屋 を 4e 分お きに 移動）が最も影響が 大きく，
よ り大きな 温 度差

に 長時間さらされ ることに より立唖 負荷時に 交感神経活動が 亢進傾 向にあるこ とが 確 認 され た 。 また ， 温度差 の

ある環境に 暴露され るこ とで 交感 ・副 交感神経活動に バ ラン ス の 乱 れ が 生じや すくなる こ とが 判 明 した。夏期 に

おける 「室 内外 の 温度差 の 7℃ 以 内 の 推 奨」は ， これ らの 観 点 に お い て は妥 当で ある ことが示 唆され た 。
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　本研 究の 目的は、作用 温 度などに用 い られ る裸体椅座人 体の 自然対 流伝 達率を実験 を通して、明らかにし

ようとす るもの で ある。実験 手 法 は熱 流計 を人 体の 各 部位 （Hardy −DuBois の 7 部位）に貼付 し、人体 各部 位

か らの 顕 熱 放熱 量 を計 測す る。 そこから局 部対 流熱 伝 達 率を導 出 し、それ を重 み 平 均 す るこ とに より人 体 の 対

流熱伝 達率 を算出 した 。 実 験 環境条 件は気温 20℃ 、25℃ 、30℃ の 3 条件 、風 速は 自然対流 域 で ある 0．1m 〆s

以下 、相対湿 度は 50％ 程度、平均 放射温 度は 気 温と等しくな るように した 。 今回 の 研究で 得られ た裸体椅座

人体 の 自然対 流熱 伝 達 率 （hc）は、hc＝ 3．19△TO．03 で ある。ここ で △ T は皮 膚 温と気温 の 温 度差 で ある。この

対流熱伝達率 は既往 の 研 究 で 得 られ た対 流熱 伝 達 率と比較 して 、ほ ぼ 妥 当 で あ ると考え る 。
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